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上越教育大学附属中学校

上越教育大学附属中学校 新型コロナウイルス感染拡大予防のための休校措置における

ＩＣＴを利活用した「学びを止めるな！」プロジェクトの成果

～ピンチをチャンスに転換！自己教育力を磨け！～

１ ねらい

当校のＩＣＴ環境を利活用することにより，

休校中における生徒の以下の活動を保障する。

○所属感・連帯感の高まり・心のケア

○学力保障・学習習慣の確立

○探求学習

○保護者とのつながり

２ 手立て

（１）Google Classroomによる連絡・指示【全学年】

① 方法

毎朝８：４５に，学級担任が一斉に学級の生徒に向けて次の内容を指示する。

・GoogleFormによる健康観察

・その日の学習課題

・学校からの連絡など

② 期待される効果

・学級担任，教科担任が各クラスのコースに投稿，課題の添付，評価ができる

・生徒も教師の投稿に返信したり，課題を取得・提出したりできる

・課題や成果物は，Googleドライブに保存されるため，管理・集計が確実かつ容易で

ある

・Wi-Fiに常時接続できない生徒も，一時的にネットにつながることで，閲覧や提出

が可能である

（２）Zoom（ビデオ会議システム）による，オンライン学級活動の実施

【１，２年生】

① 方法

毎朝８：４５から，生徒が家庭で一人一台所有する学習用iPadを用いて，学級ごとに

ビデオ会議システムを利用した学級活動を行う。

② 期待される効果，留意点

・担任がWeb会議室を開設，生徒が参加して直接，会話・交流することが可能

・Wi-Fiに常時接続できない生徒には，教師がその様子を録画して送信し，電話等で

確認する

（３）iTunes U（講義アプリ）による課題の配布，成果物の提出【１，２年生】
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① 方法

各教科で学習コースを設定し，生徒に学習内容等（自作・既存のクリップなど，学

習プリント，ウェブサイト，各種アプリ，サービス）を提示する。

② 期待される効果，留意点

・課題解決的な活動により，習得だけでなく探求的な学習の場を設定する。

・各種たより，配布文書などが通常どおり定期配信することができる。

（４）ロイロノート（授業支援アプリ）による振返り活動の充実【全学年】

① 方法

１日の学習課題が終了した時点で，生徒個々が１日の取組を振り返り，「自己調整ノ

ート」に記入し，提出する活動を位置付ける。

② 期待される効果，留意点

・学級担任，教科担任が，生徒個々の学習の進捗状況などを把握することができる

３ １日の学習プログラム（休校措置期間 ３／３～３／２４の平日）

８：４５～ ９：００ 学級活動（健康観察，その日の課題の確認，連絡等）

９：００～ ９：５０ １限

１０：００～１０：５０ ２限 内容等は，学級活動で指示

１１：００～１１：５０ ３限

１３：００～ 探求学習

「自己調整ノート」で１日の振返りを行い，提出する

0 0 0 0 0 0 0

0

0 0 0 0 0 0

0 0

0 0
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４ 成果について

（１）所属感・連帯感の高まり・心のケアの成果

各取組に対しての効果を検証する

ために，生徒たちにアンケートを実

施した。以下の尺度で回答してもら

った。

４ 当てはまる

３

２

１ 当てはまらない

下の(１)「休校になったとき，みんなに会えなくなってしまうことが不安だった」との質問

に対して，74％の生徒が不安を感じていた。Zoom（ビデオ会議システム）を活用した朝学活を

実施したことにより，(５)「Zoom（ビデオ会議システム）で朝学活をしたとき，先生や友達み

んなの顔が見えることによって安心した」と肯定的な評価をした生徒の割合は88％となった。
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また，以下の生徒の自由記述からも，生徒が安心感を高めたり級友たちとのつながりを実感

できたことが分かる。

○ 周りとつながっていることを意識することで、自分自身を奮い立たすことができた。

○ 朝学活があることで朝早く起きることができて、生活リズムを崩すことがなかった

○ Zoomでみんなと話せて、1日を楽しく始めることができたことです。それによって、学

習のモチベーションもなかなか向上して、いい感じでした。

（２）学力保障・学習習慣の確立の成果

午前中３時間の教科の学習を

実施した。Class Roomを活用し

定時に配信した。

生徒が自主学習するために，

教科書や「NHK for school」

などの動画を紹介したり，教師

自ら動画を作成したりして，生

徒に配信した。

生徒は，教師からの課題に取

り組み，オンライン利用して，

教師に提出し，採点や添削を受

け，学習を進めていった。

また，保健体育科では運動不

足解消のため，家庭内でできる

体操を動画作成し，生徒に紹介

した。

生徒が休校中の自分の学習習

慣や進度，取組状況をモニタリ

ングしながら，自己教育力を磨

いていくために，左に示した「自

己調整ノート」に記入していっ

た。

生徒の記述内容から，一日の

生活リズム，学習リズムを確認

することに加え，自分の学習状

況を振り返っていることが分か

る。

【自作動画の本数】 計３９

国語科８，社会科12，数学科３，理科１，音楽科７，保体６，技術１，道徳１



5

(２)「休校になったとき，自分で勉強をどのように進めたらよいか不安だった」の質問

に，60％の生徒が不安を感じていた。ICTを活用した授業を展開したことにより，(６)「午

前中は，先生方から課題が配信されることによって，しっかりと学習を進めることがで

きた」と肯定的な評価をした生徒の割合は，88％となり，効果的な取組であったことが

分かる。

以下の生徒の自由記述からも，本取組の有効性が明らかである。普段の授業と異なり，

何度も繰り返し視聴できことにより，自分のペースで学習が進められることのメリットを

述べる生徒もいた。

○ 先生方からの課題に取り組む事で勉強へのやる気が増したこと。最低限の量は取り組

む事ができた。

○ 授業では友達と問題を簡単に解けてしまったけど、休校中は1人で問題を解くことが

多かったので学校で解く時より自分で理解することが出来た。

○ iPadでの課題の配信がなかったら、私は勉強をしなかったと思う。でも、こうやって

クラスルームを通して決まった時間に課題が送られてくるので、学校みたいに50分やっ

て10分休憩というふうに勉強ができた。

○ iPadで学校で進められなかった授業もできるし、先生方が動画でわかりやすい説明を

したりしてくださったりしたので勉強面でもよく活用できたのでいいと思いました。
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（３）探求学習の成果

生徒は，午後は各教科から提

示された探求学習に挑戦した。

外出が制限され，現地調査や図

書館利用等はできない。そのた

め，テーマはかなり制限された

ものになってしまったが，生徒

たちは下の(７)の回答のとおり，

82％の生徒から肯定的な評価を

得ることができた。また，生徒

の自由記述からも取組の効果が

分かる。探求課題の提出が新年

度に入ってからという教科も多

いため，現時点で課題をまとめ

ている生徒が多い。完成した作品

が早く見たいものである。

以下の生徒の自由記述から，生徒の探求学習に有効に働いたことが分かる。

○ 他の学校に比べて、みんなと同じ内容の遠隔授業をすることができるので、とても良い

し、自分にとっての励みにもなるため、すごく良い活動でした。また午後にある探究活

動では、自分が「今日はここまでやろう」と自主自制が効くのでとても効率の良い活動

となりました！

○ 午前は3時間の学習、午後はそれぞれの課題に取り組んだことで、規則正しい生活を送

ることができました。

【美術科の探求課題の一例】

（修学旅行が延期になってしまった２年生に

対して）粘土でシーサーを作る動画（YouTube）

を紹介した。
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（４）保護者とのつながり

右のとおり，休校中も定期的に保

護者宛に学校・学年たより，今後の

予定，保健たより等を配信した。

卒業式，離任式，４月の予定など

を配信できたため，保護者からの電

話での問い合わせはほとんどなかっ

た。

５ まとめ

生徒は，およそ１ヶ月に

わたり，事前指導もなく，

時間を自己管理することと

なった。当校の取組により，

生徒は少しずつ，１日の目

標を設定し，学習を進めて

いくことができるようにな

ったことが，左表により明

らかである。

「ピンチをチャンスに」を

合言葉の取組であったが，

まさに目標設定の力が向上

したことがチャンスに転換できた成果の一つであろう。

新型コロナウィルスの感染拡大を防ぐための休校措置であり，生徒も教師も初めての

経験であった。当校は日常からICTを活用した授業をすべての教科で展開しているため，

以上の取組が比較的に混乱もなく実施できた。GIGAスクール構想により，数年後に生徒

一人端末が全国の小中学校に行き渡ることができれば，当校の取組が全国のスタンダー

ドになると思われる。ICTの利活用が個別学習の最適化には大きな効果があったといえる

反面，以下の生徒の感想にあるように，切磋琢磨したり互いに意見交換を通して異なる

立場の考えが分かったり，学級全体で学習する意義を改めて実感できた当校の３週間の

取組であった。

○ 初めての取り組みで全てのiPadの授業が新鮮で、どの教科の先生も一生懸命指導してく

ださった。でもやっぱり学校へ行って、みんなで授業することがよい。


